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第４章では，第３章の研究を進めた DNN による end-to-end の物体検出・認識につ








タフェースをユーザへ提供し，FPGA と ROS を自動統合できることを示した．ロボッ
トによる人物追跡を課題とした検証実験により，提案手法は他の計算機と比べ高効率で
計算可能であることを示し，ロボットへの組み込みに対して有効であることを示した． 
 第６章では，第５章の研究を進めた，SoC 開発環境と ROS の統合について述べられ
ている．提案手法は，SoC 開発環境と ROS を統合するインタフェースを自動生成する









学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し，論文審査委員から専用データセットを作成することでロボットが行え
る仕事はどのように変わるのか，データセットの半自動生成は今後どのように発展する
のか，FPGA と ROS の統合法を確立したことによるユーザのメリットは何かなどの質
問が多数あったが，いずれも著者の明快な説明により質問者への理解が得られた． 
 また，公聴会では，学内外より 51 名の出席があり，データセット合成時の影や光源
の影響，CPU-FPGA 間通信を自動生成する際の汎用性と専用性のバランス，
TensorFlow 等の一般的な深層学習ライブラリから提案手法に如何に接続するか，クラ
ウドと 5G 通信で全ての知的処理を行うのに比べてのエッジ AI の優位性，エッジとク
ラウド間における処理の分割方法，などをはじめとする質問が多数あったが，いずれも
著者の明快な説明により質問者の理解が得られた． 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
